草創期メソディスト讃美歌集にみるウェスレーの芸術観  ―『ファウンダリー・コレクションFoundery Collection』より ― by 山本美紀
39
草創期メソディスト讃美歌集にみるウェスレーの芸術観
―『ファウンダリー・コレクションFoundery Collection』より ―
The Art’s Values of the first Methodist Hymns for John Wesley 
― From the “Foundery Collection” ―
次世代教育学部こども発達学科
山本　美紀
YAMAMOTO, Miki
Department of Child Development
Faculty of Education for Future Generations 
キーワード：音楽，芸術，チューン，ジョン・ウェスレー，メソディスト　
Abstract：The founder of the Methodist movement, John Wesley, published his first hymnal “A 
Collection of Tunes Set to Music as They are Commonly Sung at the Foundry” (Foundry Collection) 
for people who attended his church. However, the hymnal was criticized as the second edition was 
never published, in addition to the use of atypical music notation for the tunes. This research paper 
aims to assess the accuracy of such comments and discusses the artistic value of the Collection in 
addition to the faith of the Methodist movement that was established during this time.
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Ⅰ．はじめに
　『ファウンダリー・コレクション』“A Collection of 
Tunes set to Music as they are  commonly sung at 
the Foundery”.とは，メソディストの創始者である
ジョン・ウェスレー（John Wesley 1703-1791）が，
その草創期に自分のもとに集まる人々のために作った
讃美歌集である。メソディストは，英国国教会の改革
運動を起源とするプロテスタントの一派であり，日本
では青山学院大学や関西学院大学がその教派に由来す
る。また，ジュースメーカーのウェルチの創業は，メ
ソディスト教会が聖餐式に使うノン・アルコールの葡
萄酒を必要としたのがきっかけであるし，私たちに最
も身近な讃美歌の１つである「アメージング・グレイ
ス」は，メソディストの信徒によるものである。
　『ファウンダリ ・ーコレクション』は，18世紀イギリ
スに端を発し，その後世界的な展開を遂げたメソディ
ストの草創期に作られた最初の讃美歌集である。ウェ
スレーはメソディスト拡大にあたって，讃美歌に特別
の機能をもたせ用いてきた。
　本論考では，ようやく体を為してきたメソディスト
の信仰を，ジョン・ウェスレーはどのようなものとし
て『ファウンダリー・コレクション』の中で表現して
きたのか，コレクションの中に体現されたその信仰と
芸術観を，一次史料である当時の『ファウンダリー・
コレクション』の楽譜を手掛かりに考察しようとする
ものである。
Ⅰ.１． ファウンダリーFounderyという場所（1739 
年～）
〈資料１　1839年ごろのファウンダリー〉
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　「アルダスゲートの回心」１（1738年５月）と呼ばれ
る信仰の覚醒体験の後すぐに，ウェスレーは何らかの
爆発事故によってモールゲートMoorgateに打ち捨て
られていた公共の建物（製鉄所　iron foundry）を支
援者に助けられて購入する（1739年）。これを修理し
て教会にしたのが，ファウンダリーFounderyである。
そこは，ロンドンの北東角のフィンズバリー・スクエ
アーFinsbury Squareにあり，現在もその名前で呼ば
れている場所である。
　ファウンダリーは，1778年までメソディストと呼ば
れる人々の本部として使用され，ウェスレー自身の言
葉によると「膨大で粗雑な残骸の山」から多くの実り
を得た場所であった。そこは1,500人が集まる礼拝所，
300人の集まる小会議所，図書室（Book Room）を保
有し，ウェスレーや他の説教者の住居ともなってい
た。ウェスレー兄弟の母親が亡くなったのもここであ
る。さらにそこはロンドンで修道院が崩壊して以来の，
初の無料保健所としての活動を担い，無料の学校（２
人の先生と16人の子どもからなった）や，寡婦のシェ
ルターともなっていた。「ボランティア」という言葉
は，本来軍隊用語（自ら志願して働く兵）であるが，
今日的意味合いを持った活動が行われるようになった
のは，このメソディストの活動からであるといわれて
いる（重富2004，22-23）２。
Ⅰ.２． 『ファウンダリー・コレクション』概要
〈写真１．『ファウンダリーコレクション』表紙（メソ
ディスト・コレクション蔵：マンチェスター）〉
　ウェスレーの下に定期的な集会がもたれるように
なったのは，すでに1736年チャールズ・タウンでのこ
とであり，当時は会衆派系Congregationの讃美歌集
を使用していた。この讃美歌集は，その後のジョージ
ア宣教（1735-1738）に持参されたと考えられる。ち
なみにこの讃美歌集は，第２版が1738年に， 第３版が
1742年に出版されており，当時比較的短いスパンで１
つの教派の讃美歌集が出されていたことがわかる。
　冒頭にも書いているように，『ファウンダリー・コ
レクション』は通称であり，正式名称は“Collection 
of Tunes set to Music as they are  commonly sung 
at the Foundery”で，「ファウンダリーで常に集まる
人々の，楽譜付きチューン集」というものである。コ
レクションはジョン・ウェスレーが編集したことは間
違いないとされているものの，彼自身の名前がどこに
も載っていない。
　実はチューンTuneという言葉は，日本語では非常
に表しにくいものである。チューンは単純に訳してし
まえば，歌詞に付けられる「旋律」であり，１つ１つ
に名前がついている。18世紀の教会では，このチュー
ンに様々な歌詞が付けられて，「今日は，“AZMON”
でこの歌詞を歌う」といった指示のもと，皆が歌って
いた。そのため，チューンは覚えやすい単純なものが
多い。また，その名前はチューンの出自に由来した
り，聖書の意味が付けられていたりする。そのため，
「チューンとはどういうものか」という理解は様々で，
旋律そのものに意味がある，という人もいれば，ない
という人もいる。
Ⅰ.３． 『ファウンダリー・コレクション』の源泉
　『ファウンダリ ・ーコレクション』には，３つの源泉
があるといわれている。１つはドイツコラール，２つ
めは詩編によるアンセム，３つ目はその他である。計
42種類のチューンがあり，それぞれに歌詞がついてい
る。
　そのうち，ドイツコラールからは13曲が確認されて
おり，おそらくジョン・フレイリッヒハウゼンJohn 
Freylinghausenの1704年の歌集より３引用されている
と思われる（Westbrook 1974）。また，アンセムから
はOld 81st （Cripplegate Tune p. 23），Old 112th （or 
VATER UNSER p. 40），Old 113th （p. 35）の３曲が
採用されており，その他は，当時のオペラや歌謡曲か
らのもので，例えばヘンデルのオペラ「リチャードⅠ
世」よりジェリコ・チューンJERICO TUNEがあげら
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れる。
　後でみるように，『ファウンダリー・コレクション』
には，現在も歌われているチューンが数多くあるが，
メロディーだけで，伴奏は載っていない。
Ⅱ． 先行研究に指摘される『ファウンダリー・コレク
ション』の問題点
　現代までの多くの研究者が，『ファウンダリ ・ーコレ
クション』について，その意義を認めながらも，ウェ
スレーにとってこの讃美歌集が誤謬が多いゆえの「試
験的」な「失敗作」という，どちらかというとネガ
ティヴな評価を下している。その大きな理由としては，
記譜法の間違いや，音域の不自然さ，何より第２版が
出版されていなかったことがあげられている。
　 先 行 研 究 で あ る ウ ェ ス ト ブ ッ クFrancis B. 
Westbrookもまた，同様の評価をいくつかの作品例を
根拠に下している。それではここで，実際の楽譜に即
して，上記の問題点を確認すると同時に，その問題点
がどのような可能性を含んでいるのか考えてみたい。
Ⅱ.１．音域の問題の事例
〈譜例１　ライプツィックLEIPSICK：『ファウンダ
リー・コレクション』No. 28上〉
〈譜例２．ライプツィックLEIPSICK ：『ファウンダ
リー・コレクション』No. 38：〉
　このライプツィック28番LEIPSICK No. 28は，ド
イツコラールを由来とするチューンである。「ライプ
ツィック」というのは，ドイツのライプティヒのこと
であり，このチューン名である。ここでは，シャープ
♯が１つのト長調で書かれているが，38番では同じ
チューンがニ長調に移調されて転載されている。一見
して分かるように，上28番のト長調では上第２線の加
線の３点ハ音までの音域が求められており，実際には
発声不可能である。かといって，下の楽譜38番でもニ
長調に５度下げられたものの，依然として最高音は２
点ト音であり，一般の会衆には容易ではなかったと思
われる。最後２行に歌詞がないのは，繰り返してうた
う意図があったと考えられている。音域だけでなく，
歌詞の音韻も通常のものに２行追加した868686であっ
たことから，ウェストブロックはNo. 28について，実
際には歌われなかっただろうとしている。
　しかし，それは歌集を「楽譜通りに歌う」前提で
扱った場合である。ウェスレーがフルートをよく吹い
ていたということはよく知られているが，フルートの
楽譜は，楽器の音域がト音記号の５線内に収まらない
ため，上方の加線によって示される音域が通常の音域
である。つまり，ジョン・ウェスレーにとっては，こ
の高さの音程の音が，一番とりやすい音であり，慣れ
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親しんでいる音符の位置なのである。
Ⅱ.２．記譜法の問題 
〈譜例３　ブロムシュヴィック・チューンBromswick 
Tune, 104th Psalm.〉
　また，このブロムシュヴィック・チューンは，現代
の楽譜の記譜法と比べて，２つの間違いが指摘され
る。１つは，ト音記号がかかれておらず，その代わり
にト音（英語音名G）を表す場所に，大きく“G”の変
形文字が書き込まれている。２つめとしては「４分の
３」と書かれるはずの拍子記号も，「３」と書いてあ
るだけである。
　さらに下の〈譜例４〉ではフラット♭が１つのヘ長
調のチューンであるが，フラットを半音上げる際に，
現代のナチュラル♮で対応している。現代の記譜法で
行くと，♭ロ音にシャープをつければ，嬰ロ音すなわ
ち異名同音のハ音となってしまう。
〈譜例４　「詩編113篇のチューン」より〉
Ⅲ． 果たして誤謬であるのか？　記譜法の特殊性から
見る可能性
　このような単純な事柄の間違いから，先に挙げたよ
うな『ファウンダリー・コレクション』に対しての評
価が生まれてくるのである。しかし考えてみれば，親
の代からの牧師の家に生まれ，オックスフォードで学
んだジョンとチャールズの２人は明らかにエリートで
あり，音楽的に造詣が深かった。チャールズが結婚し
た裕福な夫人との家庭ではサロンがあり，オルガンや
他の楽器が備え付けられていて，頻繁にサロンの集ま
りが開かれていたと言われている。また，チャールズ
の息子チャールズ（長男）とサミュエル（次男）とは
優秀なオルガニストでもあった。孫のサミュエル・ウェ
スレーは，19世紀英国国教会の歴代オルガニストの中
でも歴史に残る存在だ。そのように身近に音楽的環境
があった彼が，出版しようとする楽譜の音を確かめな
いまま，出版してしまったとは考えにくい。
　おそらく，当時の人々の中でも「楽譜を自由に読み
こなす」人は少なかったと思われるし，『ファウンダ
リー・コレクション』も，集会で讃美歌をリードする
役割を果たす人に配られ，ウェスレーが指示を与えて
いたのだろう。その際，この歌集は，ウェスレーにし
ても聖歌隊のリーダーにしても，どんな旋律であった
かを思い出したり，あやふやになった時にもう一度確
かめたりする，いわば「ガイド」的役割を果たしてい
たと考えられるのである。
　そう考えるならば，ト音記号の本来の意味である
「ト音を示す」ために，当該箇所にG（ト音）と書き
加えるだけにとどめることや，拍子記号の代わりに
「３」とだけ書いているのは，拍子をとるだけであれ
ば十分である。変ロの♭外すために♮をつけずに♯で
すましてしまう，記号を♯（半音上げる）と♭（半音
下げる）の２種類しか使わなくてよいわけだから，む
しろ合理的である。今回は楽譜で示していないが，１
小節間全部の休みを音価（音の長さ）に関係なく，全
音符１つで示してしまうのは，「全音符」の元来の意
味である「小節全部を休む」という点で，十分理屈に
あっているのである。
　『ファウンダリ ・ーコレクション』における問題につ
いて，さらにウェストブックは『ファウンダリー・コ
レクション』をそのタイトルから，「このタイトルの
意味は謎だ」としている。その理由は，①メロディー
だけで，伴奏が入っていない。②チューン集をつくる
のであれば，本来歌詞はいらない，③チューンが「旋
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律」を意味し，音楽Musicも「旋律」を意味している
から題名自体が「無意味な繰り返し」，④いくつかの
歌は，音域やコントロール不能な声域である，という
ことからである。これらのことから，ウェストブック
は，ウェスレーを「専門の編集者ではなかった」と評
価している。
　しかしこの点においても，ウェストブックの解釈は
「ウェスレーが音楽の編集者として，完全ではなかっ
た」という，それまでの一般的な見解を踏襲したもの
であると言えよう。
　なぜなら，例えば③について言えば，「楽譜付き
讃美歌集」というのは，現代では一般的だが，同じ
チューンに様々な「替え歌」で歌われるのが普通で
あった讃美歌に，いわば「固定した」チューンをつけ
るのであるから，それ自体が画期的であり，ウェス
レーにとってTuneとMusicの意味するところは，あ
きらかに違うものであったと考えられるからである。
Ⅳ． 「新しいぶどう酒は，新しい革袋に入れるものだ」
（マルコによる福音書　第２章22節）
〈写真２　ウェスレーの低周波治療器〉
　ウェスレーは，新しいものを導入することに非常に
積極的であったと考えられる。例えば〈写真２〉は，
電気を発生させて血流を良くするための，彼のリラ
クゼーションマシーンである。他にも，ウェスレー・
チャペル（かつてのファウンダリー）に隣接するウェ
スレー・ハウスには，乗馬練習機や筆記具，料理道具
など，ウェスレー愛用の新しい知恵を生かした道具が
展示されていることからも，その傾向は窺い知れる。
　また，ウェスレーが自分の日記を，暗号を用いた特
殊な書き方で書いていたことは知られていることでも
ある。彼が「メソディスト」という新しい信徒グルー
プの信仰告白である讃美歌集を，グループ独自の新し
い様式で整えて書いてみようとした可能性もある。つ
まり，『ファウンダリ ・ーコレクション』に用いる讃美
歌を，記譜法から新しいものとすることにより，メソ
ディストというグループ（共同体）のありようを指し
示しそうとしたと考えられるのである。同時に，当時
のメソディストはその集会がチケット制であった時も
あり，ある種の「秘密結社」的性格も保有していたた
め，記譜法の特殊性は，グループの特殊性を象徴する
意味も含んでいたのかもしれない。
〈譜例５　サリスバリーSalisbury：『ファウンダリー・
コレクション』p. 11〉
　しかし一方で彼は，新しい試みを取り入れながら，
古典的な歌唱法にならうなど，原点回帰する傾向も確
認される。
　〈譜例５〉に示すサリスバリー・チューンSalisbury 
Tuneで彼は，１つの音に１つの音節をいれるという，
古いスタイルを引き継いだスタイルを保ちながら，
Christ the Load is Risenという歌詞をあてがって，詩
篇歌の新しいスタイルを示している。
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　これもまた，ただ単に彼が古い様式を引っ張り出し
たというよりも，歌の形を１つの音に１つの音節とい
うシンプルな形にもどすことで，会衆たちにより一致
して歌いやすい形を模索していたと考えられる。
　このようなことから，ウェスレーは『ファウンダ
リー・コレクション』を，新しい信仰グループの信仰
告白であり，なおかつ象徴するものとしようとしてい
た意図が楽譜からうかがえる。つまり，古くからある
歌も新しい歌も，「新しい記譜法」を用いることで，
「新しい信仰」を表明する意味を持たせ，讃美歌で歌
われている内容だけでなくその実践をも含めて，新し
い信仰グループの象徴としようとしていたと考えられ
るのである。その際，具体的に記譜法として採用され
るものの判断基準からわかるのは，彼の合理性であ
る。「G」と書いてあるだけの音部記号や，♮のない変
音記号，上半分しかない拍子記号なども，楽譜に運用
最低限の情報を載せ，特別な音楽的知識がなくとも，
会衆にとっては実践の中で理論を学びながらやるため
には十分使いやすいものであったと考えられる。実際，
筆者がト音記号の説明や，♯・♭・♮などといった説
明で困るのは，それぞれの記号の必要性が今一つ伝わ
らないという点である。ト音記号が「G」だけであれ
ば，変音記号が♯（半音上げる）と♭（半音下げる）
だけであれば，どれほど楽であろうと思う。
　メソディストは，讃美歌においても説教や生活にお
いても，日常的な生活方法によって，信仰生活の聖
化，霊的な聖化を実行しようとする信仰を持ってい
る。そのようなことから楽譜を１つのガイドとみな
し，楽譜を丸暗記するのではなく，楽譜をガイドに皆
でうたうことで歌を覚え，どのような人でもできるだ
け楽譜を読めるようになれるよう工夫をしていること
がわかるのである。『ファウンダリー・コレクション』
に現れる，ウェスレーの芸術観には，歌や音楽を「芸
術」として祭り上げるのではなく，「活用し」「生かし
ていく」ものであるという彼の考えかたがにじみ出て
いる。そこで歌われるメソディストの信仰もまた，「信
仰」としてどこか遠くにおいておくのではない，自分
自身の人生においてリアリティーを持つものであると
いうことを，ウェスレーはメソディストの信仰として
いたのと考えられる。
　今後は，さらに『ファウンダリー・コレクション』
編集にかかわる時期の，ウェスレーの日記とともに，
彼の支援者やメソディストの主要メンバーの遺稿集，
同時代の音楽文化や楽譜など参照し，共同体における
音楽活動の歴史的変遷について研究を進めていきたい
と考えている。
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注
１　ウェスレーは1738年５月24日の夕べ，アルダス
ゲートでもたれたモラヴィア派の集会に参加し，
「アルダスゲートの回心」のときを迎える。この時彼
は，「不思議に心が燃える気がした」と言い，メソ
ディスト信仰の神髄でもある「ただキリストへの信
頼」と「罪からの完全な自由の確信」を得，活発な
伝道活動に励むようになる。
２　重富勝己「第１章ボランティアの沿革と理論」深
尾幸市編著『ボランティア概論』所収【1-33】久美
株式会社　2004
３　これは，ジョン・ウェスレーが讃美の力を初めて
目の当たりにした体験によっている。ジョージア伝
道にむけ1735年10月４日に出発したものの，途中何
度もひどい嵐に遭遇した。しかしそのような嵐の中
でも，同船していた26名のモラヴィア教徒たちは動
揺することなく，一心に讃美を歌っていたのであ
る。そして，彼らの心の平安が，その讃美に依って
いることに気付いたのである。それからジョンは彼
らの姿に深く感動し，彼らと話をするためにドイツ
語の文法を習い，また彼らの讃美歌『フレイリッヒ
ハウゼン 歌集Freylinghausen Gesangbuch』を学
ぶようになったという（山本　2012，28）。
